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【今月の強調事業に寄せて】
7月は「キックオフ」、「YMCAサービス」、「ASF」、「ロールバック・マラリア」の強調月間です。
各部、各クラブでぜひ重点的にお取り組みください。

キックオフ 
今年度、東日本区では以下を心がけて活動して参ります。各クラブ、各部でも計画を立てるときにご留意いただければ幸いです。
· 選択と集中：重点的に取り組むことがらを選び、限りある資源（人、お金、時間）を効果的に割り振ります。
· 伝統と革新：伝統と蓄積されてきた経験を大切にするとともに、時代の流れに沿った、あるいは時代を先取りした新しい取り組みにもチャレンジします。
· PDCA：Plan（計画）するだけではなくDo（行動）、Check（成果の検証）、Action（計画、行動の改善）を遂行します。中途で計画の遂行状況を振り返り、必要であれば計画の修正を行います。

(理事：田中博之)
YMCAサービス
「誇りと喜びを持って奉仕をしよう」

2014-2015年度、地域奉仕事業主任の山本剛史郎（川越）です。田中博之理事の下、ワイズメンズクラブを盛り上げていきたいと思いますので、よろしくお願いします。今年度はタイトルにある通り「誇りと喜びを持って奉仕しよう」という主題を掲げました。ワイズメンとしての誇りと喜びを持って地域奉仕やYMCAサービスに積極的な参加していきたいと思います。

さて、7月はワイズの年度が始まる月で、YMCAサービス強調月間でもあります。年度初めに当たり、もう一度、「ワイズの信条」および「クラブの目的」を『ハンドブック＆ロースター』で確認してください。「ワイズの信条」には「青少年のためにYMCAにつくそう」とあり、また「クラブの目的」には「何をおいても先ずYMCAに対する奉仕を旨とし、YMCAとのつながりを一層強め深めるための方向づけや活動方針、さらにはそのための具体的なプログラムの策定など、クラブがそれぞれの地にあってこれらを実現し、献身奉仕することを心がけなければなりません。」と書かれています。改めて言うまでもなく、ワイズメンズクラブは、YMCAを通して、地域社会に奉仕するサービスクラブであり、YMCAへの奉仕、支援はワイズメンズクラブの最も重要な目的です。そこで次のことをお願いいたします。

1 YMCAとワイズメンズクラブの相互理解を深め、情報を共有する。
特に、担当主事との連携を密接にしましょう。地域YMCAの働きに深く関心をよせて、担当主事だけでなくYMCAスタッフ・リーダーに個人的なつながりを持ち、ワイズメンズクラブをアピールしていきましょう。相互理解や情報の共有は顔を知らない者同士ではなかなか実現できません。できるだけYMCAスタッフやリーダーに顔を覚えてもらえるように、また、こちらも覚えるように努力するところから始めていきたいと思います。

2 クラブの会員は、YMCAの会員になる。「東日本区定款第3条第3項の確認」

クラブ会長をはじめワイズメンズクラブの会員は年度当初にあたり、YMCAの会員になっているかを確認してください。

3 YMCAのプログラムを積極的にサポートすると同時に、YMCAのスタッフにワイズメンズクラブをアピールする。

まずお願いしたいことは、『ハンドブック＆ロースター』の「世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会との間で結ばれた協力関係の原則」をじっくりと読んでみてください。今年度、YMCAのプログラムをサポートしていくことはもちろん、もう一歩、積極的に参加していけたらと考えています。そして、YMCAとワイズメンズクラブの相互理解を深めるプログラムを考えていただきたいと思います。YMCAとワイズメンズクラブがお互いに協力し、発展していくことが一番望ましい形です。
(地域奉仕事業主任：山本剛史郎)
ASF
ASF（エー・エス・エフ）は、アレキサンダー奨学基金（Alexander Scholarship Fund）の略称で、ワイズメン運動の創始者ポール・ウイリアム・アレキサンダーを記念して設置されました。YMCAで働くことを希望する学生、YMCAに在職しながら、より一層深い経験を得るために訓練を受けたいと希望する若手主事に対する財的援助を目的としています。世界各地で集められた資金は、10％を国際レベルのASF事業に、残りの90％を区で管理・運用しています。

東日本区では日本YMCA同盟が実施する各種プログラムへの支援、担当主事の区大会等への派遣費用の補助等に用いられています。

昨年度、東日本区では33クラブから30万円強の献金が寄せられました。目標は一人当たり500円です。どうぞよろしくご協力ください。
(地域奉仕事業主任：山本剛史郎)
ロールバック・マラリア（RBM）
ワイズのみなさま、こんにちは。今期、国際・交流事業主任を務めさせていただきます、川越クラブの利根川です。どうぞよろしくお願いいたします。

さて、7月は、ロールバック・マラリア（RBM）の強調月間です。皆様ご存じのように、RBMは、ワイズメンズクラブ国際協会が、国際赤十字・赤新月社とともに、2010年から5カ年計画で、マラリア感染による死亡を防ぐために取り組んでいる運動です。2015年までの目標は500,00スイスフランの寄付金を集め、65,000枚の長期殺虫効果付き蚊帳（LLIN）をシエラレオネ、ケニア、リベリア、インドに配布しようというものです。

なぜ長期殺虫効果付き蚊帳を買って配布するのでしょうか。アフリカでは30秒に1人の子どもの命がマラリアのために奪われているそうです。しかし、蚊帳をはることにより、マラリアによる死亡率を20％低下することができます。さらに５歳以下の子どもであれば、マラリア感染率を50％下げることができます。蚊帳の使用に加え、早期発見・治療が伴えば、マラリアによる死亡率を50％以上下げることができます。
このように有意義なRBM運動ですが、今年度が5カ年計画の最終年度となりますので、是非この運動の意義を踏まえ、全クラブがRBMへの献金をしてくださるようお願いいたします。この長期殺虫効果付き蚊帳は、1張り800円で買えます。各クラブで、少なくとも1人・1張りを目標額として、RBMへの献金をお願いいたします。昨年度は30クラブ（約40万円）のご協力いただきましたが、今年度は全クラブが目標額を達成することを目指します。この1年間、折に触れ、蚊帳の配布状況、現地での啓発活動などニュースが入りましたらご紹介してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

(国際・交流事業主任：利根川恵子)


第1回東日本区役員会開催 

7月5日（土）、東京・四谷の日本YMCA同盟会議室にて今年度の第1回東日本区役員会を開催します。各役員会メンバーが今年度の計画を発表し、活発なディスカッションを行いたいと思います。皆さまのオブザーブ参加を歓迎いたします。詳細は東日本区事務所へお問い合わせください。

また、これに先立ち6月27日(金 )には第1回常任役員会が開催され、第1回東日本区役員会の準備等が行われました。常任役員会の議事録をご覧になりたい方は東日本区事務所までご連絡ください。



クールビズのお奨め 

暑い夏は上着を脱ぎ、ネクタイを外して、涼やかにワイズ活動にいそしみましょう。東日本区役員会にも全員、クールビズで臨みます。

クーラーを少し弱めにして、地球温暖化防止に協力することもお忘れなく。


国際協会・クラブアンケート回答のお願い 

昨年度のクラブ会長にお願いいたしていますが、国際協会本部事務局から7月11日（金）の締め切りで各クラブの実情を調査するアンケートの依頼が来ています。

回答はウェブサイト上の質問に答える形式で、日本語にも対応しています。どうぞよろしくご協力ください。

以下のリンクをクリックするとアンケート（質問）が始まります。ウェブサイトにアクセスできない方、その他ご不明な点は田中理事までご照会ください。

https://www.surveymonkey.com/s/H7KJCPS


タチアナさんとの1週間 

東日本区では、区大会の開催に合わせて来日したBF代表のタチアナ・リハチューバさん(Tatyana Likhacheva：ロシア・エカテリンブルククラブ/歯科医)を6月3日から7日間受け入れました。

3日（火）に成田着後、日本YMCA同盟、区事務所、東京YMCA東陽町センター表敬訪問、東新部の歓迎夕食会、湘南・沖縄部の鎌倉観光＆横浜YMCA表敬訪問、中華街での会食、東京クラブ庄司ワイズの東京医科歯科大学案内およびGC社歯科材料展示館見学、関東東部・川越クラブの夕食歓迎会、利根川部長宅ホームステイ、あずさ部による浅草散策と昼食会、神谷バーでの前夜祭参加、区大会参加、フェローシップアワー参加、青木富士山部部長の車で熱海へドライブ、富士山部の歓迎夕食会および青木部長宅ホームステイ等々、東日本区らしい盛りだくさんのプログラムにタチアナさんも充実した日々を過ごされました。

このあと西日本区を訪ね、西日本区大会（岩国）に参加、その後、台湾区を経て3週間の旅程を終え、無事エカテリンブルクへ戻られました。

受け入れに際し、ご尽力いただきました部長の皆さまを始め、ワイズメン・メネットの皆さまのご厚情に感謝申し上げます。

（TC（トラベルコーディネーター）：長澤山泰（東京））



東日本大震災支援対策本部から
東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
私たちワイズメンズクラブ東日本区は震災直後に支援対策本部を設け、西日本区や海外のワイズメンのご支援もいただき、YMCAとの協働のもと、被災者支援、復興支援に取り組んできました。

これまでの募金累計額は2,500万円を超え、支援物資の購入、YMCA・被災地および各地のワイズメンズクラブの支援活動の補助金等に活用してきました。

各地のワイズメンズクラブでは震災当初の支援物資搬送、炊き出し、瓦礫撤去、家屋清掃作業から始まり、街頭募金、チャリティーコンサート、被災地のお年寄りのための「歌声」活動等それそれぞれのクラブの特色を活かした活動を繰り広げられています。

あれから3年4か月が経とうとしている今、被災地の瓦礫の撤去はほぼ完了し、鉄道や港湾等のインフラの整備も着実に進んできています。しかし、いまだに25万人以上の方々が仮設住宅等に避難されており、また、震災以前の水準に回復している産業は3割程度といわれています。

多くのボランティア団体が被災地支援活動を終えている中で、私たちワイズメンズクラブは、常設の組織であること、YMCAが被災地に支援活動の拠点（宮古、石巻、仙台）を持っていることの強みを活用し、これからも私たちの心と力を合わせ、ワイズらしい支援を継続して行きたいと思います。

皆さまのご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

【これまでの支援募金の推移】（単位：万円）
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海外等、東日本区外からの献金も含む

【2014-2015年度　東日本大震災支援対策本部メンバー】　（敬称略）
田中博之（東京）（本部長）

酒向裕二（東京江東）

細川　剛（東京）（会計）


田尻忠邦（東京山手）

井上修三（もりおか）


山本剛史郎（川越）

大槻展子（東京）


渡辺喜代美（十勝）

小山憲彦（東京サンライズ）

渡辺　隆（甲府）

菊地弘生（仙台青葉城）

【トピックス】
· 東京白金高輪クラブでは7月5日（土）14:00-15:35に玉川聖学院・谷口ホール（東急大井町線九品仏駅徒歩5分）にて、東日本大震災・津波・原発事故被災支援の「第2回ビッグバンド・ジャズ・チャリティーコンサート」を開催されます。出演は「High Society Reunion Orchestra」(早稲田大学ハイ・ソサエティ・オーケストラOB)、入場料は1,500円です。お問い合わせは同クラブの小林さんまたは堀井さんまで。

· 日本YMCA同盟、全国のYMCAでは「ビッグハートプロジェクト」と名付け、東日本大震災復興支援活動を展開しています。以下のウェブサイトには取り組みの動画や最新情報が満載されています。是非ご覧ください。
http://www.ymcajapan.org/eastjapanindex/index.html
· 2011年3月-2014年3月の間に行われた東京YMCA東日本大震災復興支援活動の報告書が完成しました。完成した報告書は、下記のリンクから電子ブック形式でご覧いただけます。

http://tokyo.ymca.or.jp/sien/311/ebook01/top.html
· 昨年12月に東日本区の部、クラブの東日本大震災支援活動に対する補助金の規定を整備しました。申請にもとづき、支援活動に要した旅費、宿泊費の最大半額を補助するというのが骨子ですが、規定の詳細は本年度の「ハンドブック＆ロースター」に掲載されています。補助制度をご活用いただき、支援を広め、深めてください。 



EMC事業通信(1)

今期、会員増強事業主任を仰せつかりました、仙台青葉城クラブ所属の涌澤博（わくさわひろし）と申します。昨年度は相磯事業主任および各メンバーのお働きにより、会員減に歯止めがかかり、東京ベイサイドクラブ設立など、これからのワイズ活動において大きなステップになりました。私は田中理事と共にこの流れをさらに飛躍させ、数年先の事も見据えながらEMC事業を展開していく所存です。どうぞよろしくお願いします。

7月はキックオフの月ですが、非常に喜ばしい事に、今期のスタートに合わせて5月頃から7月入会予定者の会員異動報告書が多く寄せられております。7月入会者は次号でご紹介する予定ですが、新入会員および紹介者も含め、ぜひメッセージをひとこと添えてお送り下さい。よろしければ顔写真も掲載させていただこうと考えています。

東京ベイサイド（仮）クラブ設立総会開催！
6月28日（土）江東区・しののめYMCAこども園にて東京ベイサイド（仮）クラブの設立総会が行われました。新クラブの設立総会は2011年3月の東日本大震災直後に行われた仙台広瀬川クラブ（2011年5月チャーター）以来の快挙です。チャーターナイトは9月20日（土）を予定しています。詳細が分かり次第ご連絡致します。大勢でお祝いに行きましょう！
東京ベイサイド（仮）クラブ工藤会長より、メッセージをいただきましたのでご紹介致します。

「ベイサイドワイズはじめます！」
東京ベイサイドワイズメンズクラブ会長　工藤　大丈

と、「冷やし中華始めました」風な表題ではございますが、ついに、ついに新ワイズメンズクラブが、東京都江東区のベイエリアに誕生する運びとなりました。東京ベイサイドワイズメンズクラブ（長いですが、正式名称です）初代会長の工藤と申します。2020年の東京オリンピックの競技場建設予定等のニュースでご存知の方も多いかと思いますが、東京の江東区の南側、東雲、辰巳、豊洲等々といったベイサイドエリアは、今再開発の真っ最中です。ここ10年のことですが、もともとあった造船所や工場街は、今タワーマンションや、高層オフィスビル、ショッピングモールが立ち並ぶ、全く新しい街へと変貌を遂げています。もちろん、そこに新しい家族たちが移り住み、新しいコミュニティが出来つつあるのです。特徴としては、都心に近い立地もあり、忙しいサラリーマン家庭が多いということと、とはいえ、新しい街なので、子育て世代が多く、自分たちの街を作って行こうという意識の高さや新しいことをやろう、仲間を作ろうという積極性があげられるかと思います。

そんな地に、新しいワイズを作ろうと東雲YMCAこども園（幼保一体の保育施設です）の堀江園長と活動すること2年、東京江東クラブ、東京ひがしクラブの一方ならぬ支援を得ながら、なんとかチャーターにこぎつけようとしています。17のほとんどが新ワイズメンとなるメンバーとともに、ワイズの伝統を引き継ぎながらも、新しい地に新しいワイズをと考え、まずはアクション、行動からと思っております。ご支援、ご協力をお願いいたします。

EMC委員会　メンバー紹介　（敬称略）
委員長　涌澤　博（仙台青葉城）

委　員　池田正勝（十勝）佐藤隆久（宇都宮）村杉克己（東京北）神山　巍（東京）
御園生好子（東京サンライズ）鈴木　茂（横浜つづき）池田直文（熱海）相磯優子（沼津）






ユース事業通信(1)
ユース事業主任　衣笠輝夫
東日本区大会においてユースアワーが開催されました。

6月7日（土）、浅草にて開催された東日本区大会に先立ち、「ユースアワー」が開催されました。ユース6名、ワイズメン15名が参加し活発な交流と意見交換が行われました。

ユースの参加者は以下のとおりです。

石田佳菜さん、高橋隼人さん（Y3宇都宮）、藤永嵩秋さん・岡本敦史さん（中央大学学Y）、関彩也香さん（東日本区ユース代表）、桜屋伝衛門さん。

国際ユースコンボケーション（IYC）第1回研修会が開催されました。

6月21日（土）、東京YMCA山手センターにて8月4日～10日にインド・チェンナイで開催されるIYC参加予定のユースの研修会が行われました。アドバイザーとして、山本和さん(東京)のユニセフ国際協力人材育成プログラム等海外の豊富な人材育成経験からのお話し、利根川恵子さん（川越）から国際会議同時通訳者として、また、BF代表でのインド経験からのアドバイスを頂きました。ユースの英語によるスピーチの後、ディスカッションは全て英語で行われました。IYC参加予定者は以下の6名です。応援をよろしくお願いいたします。
石井悠紀子さん、岡本敦史さん、川崎真由子さん、関彩也香さん、藤永嵩秋さん、宮島未来さん。

第2回IYC研修会は7月12日（土）に開催予定です。
ユースボランティア・リーダーズフォーラム（YVLF）第1回実行委員会が開催されました。
6月25日（水）、東京YMCA東陽町センターにて9月19日（金）-21（日）に2泊3日で東京YMCA山中湖センターを会場として開かれるYVLFの実行委員会がワイズと主管の東京YMCA江東コミュニティーセンター・同南センターのスタッフの参加で開催されました。実りあるYVLFに向けての準備が始まっています。YVLFの詳細については追ってご案内いたします。
ユース事業委員会の活動について
ユース事業委員会はワイズメンズクラブ東日本区内の事業委員会の一つで、YIA等を推進します。YIAとは、ワイズメンズクラブが行う様々な行事・活動において、より多くのユースと協働し、共に成長することを願う事業です。具体的には以下の活動を企画・実施します。
1. Y3の支援
Y3はワイズの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブです。YMCA、Y’s men、Youthの3つのYを表しています。
2. ユースコンボケーションへの送り出し、ユース参加者の支援
ユースコンボケーションとは年1回開催される国際規模のユースの集いです。国際ユースコンボケーションはワイズの国際大会と並行して開催され、今年は8月にインド・チェンナイで行われ、東日本区からは6名のユースが参加します。アジアユースコンボケーションはワイズのアジア地域大会と同時に行われ、来年、京都で開催予定です。　
3. ユースボランティア・リーダーズフォーラムの企画・実施
東日本区内YMCAの経験1-2年のボランティアリーダーを対象に、東日本区が主催するトレーニングプログラムです。今年度は9月19日-21日に山中湖センターで行われます。
4. オープンフォーラムY
3年前に初めて開発されたプログラムで、今年で4回目になります。今年は10月以降に開催予定です。YMCAリーダー・ワイズプログラム経験者・ワイズ子弟等、広くユースに開かれたフォーラムであり、一般学生、学生YMCAメンバー、ユースコンボケーション経験者等も参加しています。ワークショップを通じて、国際感覚・知識を習得します。参加をきっかけに地球市民として自覚し、YMCA・ワイズプログラムに積極参加したり、YMCAリーダーになったりした者も出ています。


ワイズドットコムへのお誘い

東・西ワイズのメーリングリストである「ワイズドットコム」には現在東日本区約500名、西日本区約90名が登録されています。 まだ参加されていない方はぜひどうぞ。ITアドバイザーの大久保知宏さん（宇都宮）にご連絡いただければすぐ登録されます。




東日本区事務所の体制について 

6月末まで事務所長だった久保田貞視さん（東京八王子）、副所長の宮内友弥さん（東京武蔵野多摩）が退任され、今期は神保伊和雄さん（所長：東京むかで）、小山憲彦さん（東京サンライズ）の2人体制になります。
事務所は原則、月-金の13時から18時までオープンしています。
電話/FAX：03-5367-6652

e-mail：yseast2010@gmail.com

東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ　　　　　　　　　　　　　主題：　「誇りと喜びを持って」








新しい年度のスタートです。それぞれのクラブ、部そして区においては様々な課題や取り組むべきことがらがありますが、私たちが共通の目的、モットーのもと、髙い理想を持ってYMCAや社会に奉仕していることに大いなる誇りと喜びを持って、前を向いて、胸を張って、そして微笑みを絶やさず、課題の解決、取り組みの強化を進めていければと思います。ワクワクしながらワイズライフを楽しみましょう。ちょっと冒険もしてみませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　(理事：田中博之)


















































半年報提出のお願い


各クラブ会長は、7月10日（木）までに所属部部長宛に、半年報をご提出下さい。


各部長は各クラブの半年報を纏めて、7月15日（火）までに会員増強事業主任・涌澤博（わくさわひろし）宛にお送り下さい。


半年報用紙は既に各クラブ会長にお送りしている「会長必携 クラブ運営ファイル」に入っていますし、東日本区ウェブサイト内にある、会員増強のページからダウンロードもできます。　http://ys-east.jimdo.com/会員増強/
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Sheet1

														献金額		支出		年度末残高		備考

												2010-2011年度 		1,582		535		1,048		2011.3月-6月

												2011-2012年度		566		1,270		343

												2012-2013年度		164		99		408

												2013-2014年度		191		186		413		2014.6.24現在
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